
【経過】

退院時：在宅では車椅子利用が困難との事で、下肢筋力UPを目的としたリハビリを行い、杖を使って数メートル移動できる状態になった。

在宅での生活では、転倒リスク軽減のため、多めに定期訪問を設定し、ベッド脇にPTを設置。トイレに行く際は随時コールで対応。

最初の１ヶ月：１日３～４回の随時訪問を実施し、転倒を防止するとともに訪問看護と連携しながら生活の中で下肢筋力UPに努めた。

現在：杖を使わずに、ほぼすべての生活が出来るようになる。１回あたりのケア時間も１５分程に短縮でき、呼べばいつでも来てもらえる安心感があり、
精神的にも落ち着いている。

サービス開始時 現在

【病歴】 悪性リンパ腫
退院前カンファ時

車椅子・ポータブルトイレへの移乗は要介助。
尿管カテーテル留置。排便
時独りでトイレに移乗しようとしての転倒あり。
食事：ベッドでのセッティングが必要
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（開始時）８３歳
近所に妹様が住んでいる
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